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　須賀学園は、昨年11月3日で創立120周年の記念日を迎えました。今後、ますます本学園
の教育実践が充実し、その取組が広く内外に示されることを願っています。
　思えば、本学園は、明治33年（1900年）に須賀栄子先生によって創立されました。栄子先
生は、女子に最も喫緊な技芸を教授され、その時代と境遇に順応すべき実践的婦人の養
成を本学教育の趣旨となし、共和裁縫教習所から明治34年共和裁縫女學校、大正13年
宇都宮須賀女學校、昭和7年宇都宮女子高等職業學校と校名を改め、学校を発展させて
ゆかれました。その後を第2代校長の須賀友正先生が受け継がれ、昭和21年須賀高等女
學校、同23年学制改革により宇都宮須賀高等学校と校名変更をし、さらに同42年宇都
宮短期大学（音楽科）を新設し、現在の宇都宮短期大学附属高等学校となりました。
　その友正先生の後を引き継がれたのが、第3代校長の須賀淳先生（須賀学園学園長）
です。先生は、昭和58年宇都宮短期大学附属中学校（中・高6か年一貫教育）を併設され、
宇都宮共和大学の開学、宇都宮短期大学の学科増設、須賀学園教育会館および第2グラン
ドの新設と、学園を大きく発展されました。
　そして、現在、平成27年4月に第4代校長に就任なさった須賀英之先生のもと、第3体育
館と硬式野球場が新設されました。また、一昨年4月には宇都宮短期大学に食物栄養学
科が開設されました。
　本校の生活目標である「一人は一校を代表する」という言葉（本誌の巻頭を参照）の意
味は、本校生徒の一人一人が、それぞれに自らの価値を知り、その価値を自覚して生活するこ
とこそ人間の大きな喜びにつながり、幸福への第一歩にもなるというものです。ここには、創
立者須賀栄子先生が掲げられた「全人教育（人間形成の教育）」の精神が、120年かわらず
に脈 と々生きづいています。
　また、現在に至るまで、本校にはいくつかの校章がありましたが、現在の校章は、カタカナ
の「ス」の文字を3個組み合わせて図案化した須賀家の合印で、その中央に「髙」の文字が挿
入されています。（合印とは、昔戦場で敵味方が入り乱れて戦うとき、その背に負って、敵
か味方かが見分けられるようにしたものです。）これは、須賀家の家系譜からデザインし
て第2代校長の須賀友正先生が校章と定められたもので、文字は金色、生地は純白色で
すっきりとしており、いかにも清潔な感じのする校章です。現校旗と同じ、昭和34年11月3
日に、創立60周年記念事業の一環として制定されました。
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こ
の
た
び
、
私
の
作
品
が
「
ひ
め
ま
つ
」
の
表
紙
に
選
ば
れ
た
こ

と
を
、
た
い
へ
ん
嬉
し
く
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
学
校
に
行
く

日
数
が
例
年
よ
り
も
少
な
い
年
で
し
た
。
私
は
、
こ
の
表
紙
の
デ
ザ

イ
ン
を
考
え
て
い
る
時
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
が
明
る
く
な
っ
て
欲
し

い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
虹
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
明
日
へ
の
希
望
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
長
し
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
活
教
養
科
　
　
　
　
　
　
　

三
年
十
七
組
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咲

　
こ
の
た
び
は
、
私
の
作
品
が
「
ひ
め
ま
つ
」
の
表
紙
を
彩
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
、
大
変
嬉
し
く
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　
令
和
と
い
う
こ
と
で
、
私
が
描
い
た
の
は
人
物
の
み
な
の
で
す
が
、

き
れ
い
な
背
景
画
と
見
事
に
合
わ
さ
っ
て
お
り
、
と
て
も
感
動
し
ま

し
た
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
の
た
め
、
き
ゅ
う
く
つ
で

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
一
年
で
し
た
が
、
今
年
は
気
分
を
入
れ
替
え
、

清
々
し
い
気
持
ち
で
日
々
を
過
ご
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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『青空に見参』　2年9組　新家 梓

　『振り返って』　3年9組　伊佐岡 徳真

　『スピード全開』　1年4組　峰崎 凛

　『祈りの場所』　2年9組　新家 梓

　『桜華』　2年15組　須藤 大智

　『努力の証』　1年22組　神山 瑠南

❖写真部作品❖



－1－

幕
張
新
都
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
銀
行
員
当
時
、
私
が
担
当
し
て
い
た
幕
張
メ
ッ
セ
（
千
葉
市
）
は
、

一
九
八
九
年
に
開
業
し
た
日
本
最
大
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
見
本
市
会
場

で
す
。

　
そ
の
運
営
主
体
で
あ
る
日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
株
）
は
、

千
葉
県
・
市
・
地
元
経
済
界
の
み
な
ら
ず
経
団
連
会
長
の
旗
振
り
の
も
と
、

そ
の
名
の
通
り
、
オ
ー
ル
財
界
ベ
ー
ス
の
協
力
体
制
に
よ
り
、
開
業
三
年

半
前
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
東
京
駅
か
ら
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー

ト
（
舞
浜
駅
）
に
行
く
際
に
乗
る
京
葉
線
が
開
通
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
、

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
こ
け
ら
落
と
し
と
し
て
東
京
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
の
誘
致
に
成
功
し
、
史
上
最
高
の
一
九
二
万
人
の
来
場
者
を
迎
え

た
こ
と
は
、
良
い
思
い
出
で
す
。

　
一
九
七
三
年
に
埋
め
立
て
が
始
ま
り
、
そ
れ
ま
で
草

ぼ
う
ぼ
う
で
水
た
ま
り
以
外
に
は
何
も
な
か
っ
た
広
大

な
土
地
に
、
幕
張
メ
ッ
セ
の
開
業
を
契
機
と
し
て
、Ｉ

Ｂ
Ｍ
、Ｂ
Ｍ
Ｗ
な
ど
の
外
資
系
企
業
オ
フ
ィ
ス
や
超
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
、
放
送
大
学
・
神
田
外
語
大
学
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
、
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
々
二
十
三
万
人
が
活
動
し
、
年
間
二
七
〇
〇
万
人
が
訪
れ
る
都
市
が
、

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
開
業
後
、
三
十
年
を
経
て
実
現
し
た
の
で
す
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
都
市
・
宇
都
宮
の
可
能
性

　
近
年
、
こ
う
し
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
に
よ
る
地
域
の
産
業
・
観

光
振
興
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
称
し
て
い
ま
す
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
、
各
種
の
会
議
（M

eeting

）、
企
業
の
報
奨
・
研
修

旅
行
（Incentive T

ravel

）、
国
際
機
関
・
学
会
が
行
う
国
際
会
議

（C
onvention/C

onference

）、
展
示
会
・
イ
ベ
ン
ト
（E

xhibition/
Event

）
の
頭
文
字
を
使
っ
た
造
語
で
す
。
世
界
中
で
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
関
心

が
集
ま
っ
て
お
り
、
政
府
も
観
光
局
（
国
際
観
光
振
興
機
構JN

T
O

：

Japan N
ational T

ourism
 O
rganization

）
に
よ
り
、
国
際
的
な
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
や
開
催
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
幕
張
メ
ッ
セ
の
経
過
を
考
え
る
と
、
北
関
東
最
大
の
都
市
で
あ
り
栃
木

県
の
玄
関
口
で
あ
る
宇
都
宮
市
に
は
、
こ
れ
か
ら
大
き
な
発
展
の
可
能
性

が
あ
り
、
そ
の
期
待
も
膨
ら
み
ま
す
。

　
宇
都
宮
は
東
京
か
ら
新
幹
線
で
五
十
分
の
近
さ
に
あ
り
、
県
内
に
自
動

車
・
航
空
機
、
医
療
・
医
薬
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
観
光
な
ど
の
産
業
集
積
が
多
く
、

三
つ
の
大
学
病
院
が
あ
る
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
会
議
や
学
会
の
需
要
が
あ

る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
後
背
地
に
は
日
光
・
鬼
怒
川
・
那
須
塩
原
・
益
子
・

大
谷
な
ど
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
訪
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
外
国
人
が
会

議
の
後
に
楽
し
め
る
自
然
や
文
化
・
食
の
豊
か
な
魅
力
あ
る
観
光
地
が
多

い
の
も
理
由
で
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割

　
し
か
し
、
宇
都
宮
に
こ
う
し
た
潜
在
的
な
力
が
あ
る
だ
け
で
、
黙
っ
て

い
て
も
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
が
開
催
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
全

体
で
官
民
挙
げ
て
、
そ
の
誘
致
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
、

高
崎
市
に
「
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
」
と
い
う
大
規
模
な
施
設
が
開
業
す
る
な
ど
、

近
県
と
の
競
争
が
激
化
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
規
模
な
会
議
を
宇
都
宮
に
迎
え
る
に
は
、
駅
東
口
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
施
設
と
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
宇
都
宮
市
文
化
会
館
・
マ
ロ
ニ

エ
プ
ラ
ザ
（
展
示
場
）・
近
郊
の
ホ
ー
ル
と
の
相
互
利
用
、
観
光
や
食
な

ど
の
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
交
通
手
段
、
ホ
テ

ル
や
会
議
運
営
に
係
る
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
地
域
の
総
合
力
が
勝
負

車
（Light  Rail

T
ransit

）
が
、
芳
賀
町
か
ら
清
原
工
業
団
地
を
通
っ

て
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
に
乗
り
入
れ
ま
す
。Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
そ
の
後
、
駅
西
側
に
抜
け
、

駅
前
大
通
り
を
経
由
し
、
桜
十
文
字
交
差
点
か
ら
大
谷
方
面
に
延
伸
す
る

計
画
で
す
。
本
校
へ
の
通
学
も
、
大
い
に
便
利
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
私
は
日
本
興
業
銀
行
産
業
調
査
部
に
勤
務
し

て
い
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
、
国
鉄
清
算
事

業
団
用
地
を
活
用
し
た
新
都
市
拠
点
整
備
事
業

と
し
て
当
地
区
の
開
発
構
想
に
か
か
わ
り
、
本

校
に
転
じ
た
後
も
、
こ
の
開
発
や
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
つ

い
て
の
宇
都
宮
市
の
計
画
策
定
の
委
員
を
務
め

て
き
ま
し
た
。
以
来
、
約
三
十
五
年
を
経
て
、

よ
う
や
く
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
、
個
人
的
に

も
感
慨
無
量
で
す
。

宇
都
宮
駅
東
口
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

　
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
に
二
〇
二
二
年
秋
、
国
際
的
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

会
場
が
開
業
し
ま
す
。
地
上
四
階
建
て
の
建
物
に
二
〇
〇
〇
名
収
容
の
大

ホ
ー
ル
、
七
〇
〇
席
の
中
ホ
ー
ル
、
十
三
の
大
小
会
議
室
を
備
え
た
宇
都

宮
市
の
施
設
で
す
。
隣
接
地
で
は
、
都
市
ホ
テ
ル
、
商
業
施
設
、
超
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
や
高
機
能
病
院
な
ど
の
民
間
開
発
も
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
二
〇
二
三
年
に
は
、
新
規
路
線
と
し
て
は
全
国
初
の
次
世
代
型
路
面
電

校

長
　
　

須
　
賀
　
英
　
之
　

と
な
る
の
で
す
。

　
地
域
の
産
業
集
積
に
係
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
や
医
療
福
祉
系
の
学
会
等

栃
木
県
の
強
み
を
生
か
し
た
誘
致
に
は
、
行
政
の
経
済
的
な
支
援
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
、
観
光
も
含
め
て
地
域
全
体
で
有
す
る
観
光
地

域
ま
ち
づ
く
り
法
人
（D

estination M
anagem

ent/M
arketing

O
rganization

）
は
、
全
国
で
設
立
が
相
次
ぎ
、
現
在
、
観
光
庁
に
登
録

す
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
全
国
で
一
七
四
件
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
県
内
で
は
栃
木

観
光
物
産
協
会
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
日
光
、
大
田
原
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
三
つ
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。

　
栃
木
県
に
も
広
域
的
に
連
携
し
た
官
民
協
働
の
新
た
な
組
織
を
設
立
し

て
、
そ
う
し
た
機
能
を
一
元
的
に
発
揮
す
る
こ
と
を
私
は
期
待
し
て
い
ま

す
。Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
地
域
の
魅
力
を
訴
求
し
、
ま
た
、
会
議
と
ア
フ
タ
ー
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
、
つ
ま
り
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
主
催
者
と
地
域
産
業
の
懸
け
橋
に
な
る
か
ら
で
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
要
は
財
源
と
人
材

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
は
、
安
定
的
な
財
源
の
確
保
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
米
国
フ
ロ

リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
で
は
、
民
間
事
業
者
自
ら
の
要
請
に
よ
り
課
し
た
宿

泊
目
的
税
に
よ
り
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
人
材
は
、
地
元
の
大
学
で
育
成
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
人
口
二
十
八
万
人
の
オ
ー
ラ
ン
ド
市
を
内
包
す
る
オ
レ
ン
ジ

郡
（
人
口
一
三
九
万
人
）
に
、
全
米
第
一
位
の
年
間
七
五
〇
〇
万
人
の
訪

問
客
を
迎
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
う
し
た
明
る
い
展
望
の
も
と
に
、
日
々
、
英

語
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
能
力
を
高
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
優
れ
た
資
質
を
磨
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
未
来
都
市
・
宇
都
宮
」へ
の
期
待

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
か
え
っ
て
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
Ｇ
に
よ
る
双
方
向

の
遠
隔
配
信
技
術
進
捗
も
あ
り
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
需
要
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
県
都
の
新
幹
線
駅
に
直
結
し
た
利
便
性
の
高
い
最
新
の
設
備
を
備
え
た

宇
都
宮
駅
東
口
の
会
議
場
が
、
宇
都
宮
の
ま
ち
づ
く
り
や
県
域
全
体
の
産

業
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　一
九
五
五
年
生
ま
れ
。
私
立
武
蔵
中

学
・
高
等
学
校
卒
、
東
京
大
学
経
済
学

部
卒
。日
本
興
業
銀
行（
現
み
ず
ほ
銀
行
）

人
事
部
副
調
査
役
、
産
業
調
査
部
主
任

部
員
、本
店
営
業
部
副
部
長
等
を
歴
任
し
、

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
に
須
賀
学
園
に
戻

る
。
現
在
、
須
賀
学
園
理
事
長
、
宇
都

宮
共
和
大
学
・
宇
都
宮
短
期
大
学
学
長

を
兼
任
。

　栃
木
県
次
期
プ
ラ
ン
策
定
懇
談
会
会

長
、
栃
木
県
文
化
振
興
審
議
会
会
長
、

栃
木
県
私
立
学
校
審
議
会
委
員
、
栃
木

県
交
響
楽
団
会
長
、
宇
都
宮
ま
ち
づ
く

り
推
進
機
構
理
事
長
、
う
つ
の
み
や
産

業
振
興
協
議
会
会
長
、
栃
木
銀
行
社
外

監
査
役
な
ど
の
公
職
も
務
め
る
。

宇都宮市ホームページより
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幕
張
新
都
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
銀
行
員
当
時
、
私
が
担
当
し
て
い
た
幕
張
メ
ッ
セ
（
千
葉
市
）
は
、

一
九
八
九
年
に
開
業
し
た
日
本
最
大
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
見
本
市
会
場

で
す
。

　
そ
の
運
営
主
体
で
あ
る
日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
株
）
は
、

千
葉
県
・
市
・
地
元
経
済
界
の
み
な
ら
ず
経
団
連
会
長
の
旗
振
り
の
も
と
、

そ
の
名
の
通
り
、
オ
ー
ル
財
界
ベ
ー
ス
の
協
力
体
制
に
よ
り
、
開
業
三
年

半
前
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
東
京
駅
か
ら
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー

ト
（
舞
浜
駅
）
に
行
く
際
に
乗
る
京
葉
線
が
開
通
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
、

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
こ
け
ら
落
と
し
と
し
て
東
京
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
の
誘
致
に
成
功
し
、
史
上
最
高
の
一
九
二
万
人
の
来
場
者
を
迎
え

た
こ
と
は
、
良
い
思
い
出
で
す
。

　
一
九
七
三
年
に
埋
め
立
て
が
始
ま
り
、
そ
れ
ま
で
草

ぼ
う
ぼ
う
で
水
た
ま
り
以
外
に
は
何
も
な
か
っ
た
広
大

な
土
地
に
、
幕
張
メ
ッ
セ
の
開
業
を
契
機
と
し
て
、Ｉ

Ｂ
Ｍ
、Ｂ
Ｍ
Ｗ
な
ど
の
外
資
系
企
業
オ
フ
ィ
ス
や
超
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
、
放
送
大
学
・
神
田
外
語
大
学
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
、
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
々
二
十
三
万
人
が
活
動
し
、
年
間
二
七
〇
〇
万
人
が
訪
れ
る
都
市
が
、

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
開
業
後
、
三
十
年
を
経
て
実
現
し
た
の
で
す
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
都
市
・
宇
都
宮
の
可
能
性

　
近
年
、
こ
う
し
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
に
よ
る
地
域
の
産
業
・
観

光
振
興
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
称
し
て
い
ま
す
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
、
各
種
の
会
議
（M

eeting

）、
企
業
の
報
奨
・
研
修

旅
行
（Incentive T

ravel

）、
国
際
機
関
・
学
会
が
行
う
国
際
会
議 

（C
onvention/C

onference

）、
展
示
会
・
イ
ベ
ン
ト
（E

xhibition/
Event

）
の
頭
文
字
を
使
っ
た
造
語
で
す
。
世
界
中
で
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
関
心

が
集
ま
っ
て
お
り
、
政
府
も
観
光
局
（
国
際
観
光
振
興
機
構JN

T
O

：

Japan N
ational T

ourism
 O
rganization

）
に
よ
り
、
国
際
的
な
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
や
開
催
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
幕
張
メ
ッ
セ
の
経
過
を
考
え
る
と
、
北
関
東
最
大
の
都
市
で
あ
り
栃
木

県
の
玄
関
口
で
あ
る
宇
都
宮
市
に
は
、
こ
れ
か
ら
大
き
な
発
展
の
可
能
性

が
あ
り
、
そ
の
期
待
も
膨
ら
み
ま
す
。

　
宇
都
宮
は
東
京
か
ら
新
幹
線
で
五
十
分
の
近
さ
に
あ
り
、
県
内
に
自
動

車
・
航
空
機
、
医
療
・
医
薬
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
観
光
な
ど
の
産
業
集
積
が
多
く
、

三
つ
の
大
学
病
院
が
あ
る
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
会
議
や
学
会
の
需
要
が
あ

る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
後
背
地
に
は
日
光
・
鬼
怒
川
・
那
須
塩
原
・
益
子
・

大
谷
な
ど
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
訪
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
外
国
人
が
会

議
の
後
に
楽
し
め
る
自
然
や
文
化
・
食
の
豊
か
な
魅
力
あ
る
観
光
地
が
多

い
の
も
理
由
で
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割

　
し
か
し
、
宇
都
宮
に
こ
う
し
た
潜
在
的
な
力
が
あ
る
だ
け
で
、
黙
っ
て

い
て
も
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
が
開
催
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
全

体
で
官
民
挙
げ
て
、
そ
の
誘
致
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
、

高
崎
市
に
「
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
」
と
い
う
大
規
模
な
施
設
が
開
業
す
る
な
ど
、

近
県
と
の
競
争
が
激
化
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
規
模
な
会
議
を
宇
都
宮
に
迎
え
る
に
は
、
駅
東
口
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
施
設
と
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
宇
都
宮
市
文
化
会
館
・
マ
ロ
ニ

エ
プ
ラ
ザ
（
展
示
場
）・
近
郊
の
ホ
ー
ル
と
の
相
互
利
用
、
観
光
や
食
な

ど
の
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
交
通
手
段
、
ホ
テ

ル
や
会
議
運
営
に
係
る
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
地
域
の
総
合
力
が
勝
負

車
（Light  Rail

　T
ransit

）
が
、
芳
賀
町
か
ら
清
原
工
業
団
地
を
通
っ

て
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
に
乗
り
入
れ
ま
す
。Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
そ
の
後
、
駅
西
側
に
抜
け
、

駅
前
大
通
り
を
経
由
し
、
桜
十
文
字
交
差
点
か
ら
大
谷
方
面
に
延
伸
す
る

計
画
で
す
。
本
校
へ
の
通
学
も
、
大
い
に
便
利
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
私
は
日
本
興
業
銀
行
産
業
調
査
部
に
勤
務
し

て
い
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
、
国
鉄
清
算
事

業
団
用
地
を
活
用
し
た
新
都
市
拠
点
整
備
事
業

と
し
て
当
地
区
の
開
発
構
想
に
か
か
わ
り
、
本

校
に
転
じ
た
後
も
、
こ
の
開
発
や
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
つ

い
て
の
宇
都
宮
市
の
計
画
策
定
の
委
員
を
務
め

て
き
ま
し
た
。
以
来
、
約
三
十
五
年
を
経
て
、

よ
う
や
く
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
、
個
人
的
に

も
感
慨
無
量
で
す
。

宇
都
宮
駅
東
口
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

　
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
に
二
〇
二
二
年
秋
、
国
際
的
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

会
場
が
開
業
し
ま
す
。
地
上
四
階
建
て
の
建
物
に
二
〇
〇
〇
名
収
容
の
大

ホ
ー
ル
、
七
〇
〇
席
の
中
ホ
ー
ル
、
十
三
の
大
小
会
議
室
を
備
え
た
宇
都

宮
市
の
施
設
で
す
。
隣
接
地
で
は
、
都
市
ホ
テ
ル
、
商
業
施
設
、
超
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
や
高
機
能
病
院
な
ど
の
民
間
開
発
も
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
二
〇
二
三
年
に
は
、
新
規
路
線
と
し
て
は
全
国
初
の
次
世
代
型
路
面
電

ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー◇ー

と
な
る
の
で
す
。

　
地
域
の
産
業
集
積
に
係
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
や
医
療
福
祉
系
の
学
会
等

栃
木
県
の
強
み
を
生
か
し
た
誘
致
に
は
、
行
政
の
経
済
的
な
支
援
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
、
観
光
も
含
め
て
地
域
全
体
で
有
す
る
観
光
地

域
ま
ち
づ
く
り
法
人
（D

estination M
anagem

ent/M
arketing

O
rganization

）
は
、
全
国
で
設
立
が
相
次
ぎ
、
現
在
、
観
光
庁
に
登
録

す
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
全
国
で
一
七
四
件
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
県
内
で
は
栃
木

観
光
物
産
協
会
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
日
光
、
大
田
原
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
三
つ
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。

　
栃
木
県
に
も
広
域
的
に
連
携
し
た
官
民
協
働
の
新
た
な
組
織
を
設
立
し

て
、
そ
う
し
た
機
能
を
一
元
的
に
発
揮
す
る
こ
と
を
私
は
期
待
し
て
い
ま

す
。Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
地
域
の
魅
力
を
訴
求
し
、
ま
た
、
会
議
と
ア
フ
タ
ー
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
、
つ
ま
り
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
主
催
者
と
地
域
産
業
の
懸
け
橋
に
な
る
か
ら
で
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
要
は
財
源
と
人
材

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
は
、
安
定
的
な
財
源
の
確
保
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
米
国
フ
ロ

リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
で
は
、
民
間
事
業
者
自
ら
の
要
請
に
よ
り
課
し
た
宿

泊
目
的
税
に
よ
り
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
人
材
は
、
地
元
の
大
学
で
育
成
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
人
口
二
十
八
万
人
の
オ
ー
ラ
ン
ド
市
を
内
包
す
る
オ
レ
ン
ジ

郡
（
人
口
一
三
九
万
人
）
に
、
全
米
第
一
位
の
年
間
七
五
〇
〇
万
人
の
訪

問
客
を
迎
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
う
し
た
明
る
い
展
望
の
も
と
に
、
日
々
、
英

語
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
能
力
を
高
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
優
れ
た
資
質
を
磨
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
か
え
っ
て
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
Ｇ
に
よ
る
双
方
向

の
遠
隔
配
信
技
術
進
捗
も
あ
り
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
需
要
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
県
都
の
新
幹
線
駅
に
直
結
し
た
利
便
性
の
高
い
最
新
の
設
備
を
備
え
た

宇
都
宮
駅
東
口
の
会
議
場
が
、
宇
都
宮
の
ま
ち
づ
く
り
や
県
域
全
体
の
産

業
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　一
九
五
五
年
生
ま
れ
。
私
立
武
蔵
中

学
・
高
等
学
校
卒
、
東
京
大
学
経
済
学

部
卒
。日
本
興
業
銀
行（
現
み
ず
ほ
銀
行
）

人
事
部
副
調
査
役
、
産
業
調
査
部
主
任

部
員
、本
店
営
業
部
副
部
長
等
を
歴
任
し
、

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
に
須
賀
学
園
に
戻

る
。
現
在
、
須
賀
学
園
理
事
長
、
宇
都

宮
共
和
大
学
・
宇
都
宮
短
期
大
学
学
長

を
兼
任
。

　栃
木
県
次
期
プ
ラ
ン
策
定
懇
談
会
会

長
、
栃
木
県
文
化
振
興
審
議
会
会
長
、

栃
木
県
私
立
学
校
審
議
会
委
員
、
栃
木

県
交
響
楽
団
会
長
、
宇
都
宮
ま
ち
づ
く

り
推
進
機
構
理
事
長
、
う
つ
の
み
や
産

業
振
興
協
議
会
会
長
、
栃
木
銀
行
社
外

監
査
役
な
ど
の
公
職
も
務
め
る
。

千葉市ホームページより
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幕
張
新
都
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
銀
行
員
当
時
、
私
が
担
当
し
て
い
た
幕
張
メ
ッ
セ
（
千
葉
市
）
は
、

一
九
八
九
年
に
開
業
し
た
日
本
最
大
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
見
本
市
会
場

で
す
。

　
そ
の
運
営
主
体
で
あ
る
日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
株
）
は
、

千
葉
県
・
市
・
地
元
経
済
界
の
み
な
ら
ず
経
団
連
会
長
の
旗
振
り
の
も
と
、

そ
の
名
の
通
り
、
オ
ー
ル
財
界
ベ
ー
ス
の
協
力
体
制
に
よ
り
、
開
業
三
年

半
前
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
東
京
駅
か
ら
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー

ト
（
舞
浜
駅
）
に
行
く
際
に
乗
る
京
葉
線
が
開
通
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
、

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
こ
け
ら
落
と
し
と
し
て
東
京
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
の
誘
致
に
成
功
し
、
史
上
最
高
の
一
九
二
万
人
の
来
場
者
を
迎
え

た
こ
と
は
、
良
い
思
い
出
で
す
。

　
一
九
七
三
年
に
埋
め
立
て
が
始
ま
り
、
そ
れ
ま
で
草

ぼ
う
ぼ
う
で
水
た
ま
り
以
外
に
は
何
も
な
か
っ
た
広
大

な
土
地
に
、
幕
張
メ
ッ
セ
の
開
業
を
契
機
と
し
て
、Ｉ

Ｂ
Ｍ
、Ｂ
Ｍ
Ｗ
な
ど
の
外
資
系
企
業
オ
フ
ィ
ス
や
超
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
、
放
送
大
学
・
神
田
外
語
大
学
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
、
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
々
二
十
三
万
人
が
活
動
し
、
年
間
二
七
〇
〇
万
人
が
訪
れ
る
都
市
が
、

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
開
業
後
、
三
十
年
を
経
て
実
現
し
た
の
で
す
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
都
市
・
宇
都
宮
の
可
能
性

　
近
年
、
こ
う
し
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
に
よ
る
地
域
の
産
業
・
観

光
振
興
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
称
し
て
い
ま
す
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
、
各
種
の
会
議
（M

eeting

）、
企
業
の
報
奨
・
研
修

旅
行
（Incentive T

ravel

）、
国
際
機
関
・
学
会
が
行
う
国
際
会
議 

（C
onvention/C

onference

）、
展
示
会
・
イ
ベ
ン
ト
（E

xhibition/
Event

）
の
頭
文
字
を
使
っ
た
造
語
で
す
。
世
界
中
で
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
関
心

が
集
ま
っ
て
お
り
、
政
府
も
観
光
局
（
国
際
観
光
振
興
機
構JN

T
O

：

Japan N
ational T

ourism
 O
rganization

）
に
よ
り
、
国
際
的
な
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
や
開
催
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
幕
張
メ
ッ
セ
の
経
過
を
考
え
る
と
、
北
関
東
最
大
の
都
市
で
あ
り
栃
木

県
の
玄
関
口
で
あ
る
宇
都
宮
市
に
は
、
こ
れ
か
ら
大
き
な
発
展
の
可
能
性

が
あ
り
、
そ
の
期
待
も
膨
ら
み
ま
す
。

　
宇
都
宮
は
東
京
か
ら
新
幹
線
で
五
十
分
の
近
さ
に
あ
り
、
県
内
に
自
動

車
・
航
空
機
、
医
療
・
医
薬
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
観
光
な
ど
の
産
業
集
積
が
多
く
、

三
つ
の
大
学
病
院
が
あ
る
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
会
議
や
学
会
の
需
要
が
あ

る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
後
背
地
に
は
日
光
・
鬼
怒
川
・
那
須
塩
原
・
益
子
・

大
谷
な
ど
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
訪
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
外
国
人
が
会

議
の
後
に
楽
し
め
る
自
然
や
文
化
・
食
の
豊
か
な
魅
力
あ
る
観
光
地
が
多

い
の
も
理
由
で
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割

　
し
か
し
、
宇
都
宮
に
こ
う
し
た
潜
在
的
な
力
が
あ
る
だ
け
で
、
黙
っ
て

い
て
も
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
が
開
催
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
全

体
で
官
民
挙
げ
て
、
そ
の
誘
致
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
、

高
崎
市
に
「
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
」
と
い
う
大
規
模
な
施
設
が
開
業
す
る
な
ど
、

近
県
と
の
競
争
が
激
化
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
規
模
な
会
議
を
宇
都
宮
に
迎
え
る
に
は
、
駅
東
口
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
施
設
と
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
宇
都
宮
市
文
化
会
館
・
マ
ロ
ニ

エ
プ
ラ
ザ
（
展
示
場
）・
近
郊
の
ホ
ー
ル
と
の
相
互
利
用
、
観
光
や
食
な

ど
の
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
交
通
手
段
、
ホ
テ

ル
や
会
議
運
営
に
係
る
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
地
域
の
総
合
力
が
勝
負

車
（Light  Rail

　T
ransit

）
が
、
芳
賀
町
か
ら
清
原
工
業
団
地
を
通
っ

て
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
に
乗
り
入
れ
ま
す
。Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
そ
の
後
、
駅
西
側
に
抜
け
、

駅
前
大
通
り
を
経
由
し
、
桜
十
文
字
交
差
点
か
ら
大
谷
方
面
に
延
伸
す
る

計
画
で
す
。
本
校
へ
の
通
学
も
、
大
い
に
便
利
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
私
は
日
本
興
業
銀
行
産
業
調
査
部
に
勤
務
し

て
い
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
、
国
鉄
清
算
事

業
団
用
地
を
活
用
し
た
新
都
市
拠
点
整
備
事
業

と
し
て
当
地
区
の
開
発
構
想
に
か
か
わ
り
、
本

校
に
転
じ
た
後
も
、
こ
の
開
発
や
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
つ

い
て
の
宇
都
宮
市
の
計
画
策
定
の
委
員
を
務
め

て
き
ま
し
た
。
以
来
、
約
三
十
五
年
を
経
て
、

よ
う
や
く
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
、
個
人
的
に

も
感
慨
無
量
で
す
。

宇
都
宮
駅
東
口
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

　
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
に
二
〇
二
二
年
秋
、
国
際
的
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

会
場
が
開
業
し
ま
す
。
地
上
四
階
建
て
の
建
物
に
二
〇
〇
〇
名
収
容
の
大

ホ
ー
ル
、
七
〇
〇
席
の
中
ホ
ー
ル
、
十
三
の
大
小
会
議
室
を
備
え
た
宇
都

宮
市
の
施
設
で
す
。
隣
接
地
で
は
、
都
市
ホ
テ
ル
、
商
業
施
設
、
超
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
や
高
機
能
病
院
な
ど
の
民
間
開
発
も
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
二
〇
二
三
年
に
は
、
新
規
路
線
と
し
て
は
全
国
初
の
次
世
代
型
路
面
電
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と
な
る
の
で
す
。

　
地
域
の
産
業
集
積
に
係
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
や
医
療
福
祉
系
の
学
会
等

栃
木
県
の
強
み
を
生
か
し
た
誘
致
に
は
、
行
政
の
経
済
的
な
支
援
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
、
観
光
も
含
め
て
地
域
全
体
で
有
す
る
観
光
地

域
ま
ち
づ
く
り
法
人
（D

estination M
anagem

ent/M
arketing

O
rganization

）
は
、
全
国
で
設
立
が
相
次
ぎ
、
現
在
、
観
光
庁
に
登
録

す
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
全
国
で
一
七
四
件
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
県
内
で
は
栃
木

観
光
物
産
協
会
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
日
光
、
大
田
原
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
三
つ
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。

　
栃
木
県
に
も
広
域
的
に
連
携
し
た
官
民
協
働
の
新
た
な
組
織
を
設
立
し

て
、
そ
う
し
た
機
能
を
一
元
的
に
発
揮
す
る
こ
と
を
私
は
期
待
し
て
い
ま

す
。Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
地
域
の
魅
力
を
訴
求
し
、
ま
た
、
会
議
と
ア
フ
タ
ー
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
、
つ
ま
り
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
主
催
者
と
地
域
産
業
の
懸
け
橋
に
な
る
か
ら
で
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
要
は
財
源
と
人
材

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
は
、
安
定
的
な
財
源
の
確
保
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
米
国
フ
ロ

リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
で
は
、
民
間
事
業
者
自
ら
の
要
請
に
よ
り
課
し
た
宿

泊
目
的
税
に
よ
り
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
人
材
は
、
地
元
の
大
学
で
育
成
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
人
口
二
十
八
万
人
の
オ
ー
ラ
ン
ド
市
を
内
包
す
る
オ
レ
ン
ジ

郡
（
人
口
一
三
九
万
人
）
に
、
全
米
第
一
位
の
年
間
七
五
〇
〇
万
人
の
訪

問
客
を
迎
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
う
し
た
明
る
い
展
望
の
も
と
に
、
日
々
、
英

語
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
能
力
を
高
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
優
れ
た
資
質
を
磨
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
か
え
っ
て
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
Ｇ
に
よ
る
双
方
向

の
遠
隔
配
信
技
術
進
捗
も
あ
り
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
需
要
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
県
都
の
新
幹
線
駅
に
直
結
し
た
利
便
性
の
高
い
最
新
の
設
備
を
備
え
た

宇
都
宮
駅
東
口
の
会
議
場
が
、
宇
都
宮
の
ま
ち
づ
く
り
や
県
域
全
体
の
産

業
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　一
九
五
五
年
生
ま
れ
。
私
立
武
蔵
中

学
・
高
等
学
校
卒
、
東
京
大
学
経
済
学

部
卒
。日
本
興
業
銀
行（
現
み
ず
ほ
銀
行
）

人
事
部
副
調
査
役
、
産
業
調
査
部
主
任

部
員
、本
店
営
業
部
副
部
長
等
を
歴
任
し
、

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
に
須
賀
学
園
に
戻

る
。
現
在
、
須
賀
学
園
理
事
長
、
宇
都

宮
共
和
大
学
・
宇
都
宮
短
期
大
学
学
長

を
兼
任
。

　栃
木
県
次
期
プ
ラ
ン
策
定
懇
談
会
会

長
、
栃
木
県
文
化
振
興
審
議
会
会
長
、

栃
木
県
私
立
学
校
審
議
会
委
員
、
栃
木

県
交
響
楽
団
会
長
、
宇
都
宮
ま
ち
づ
く

り
推
進
機
構
理
事
長
、
う
つ
の
み
や
産

業
振
興
協
議
会
会
長
、
栃
木
銀
行
社
外

監
査
役
な
ど
の
公
職
も
務
め
る
。

【観光地域づくりの司令塔】
関係者による観光地域づくりの現場を効率的
に動かしていくためのプロジェクト・マネジメ
ント⇒取組の企画立案、関係者への合意形成、
資金等の必要な資金調達、予算執行管理、ス
ケジュール管理、PDCAサイクルの実施等

宿泊施設

交通事業者
商工業

飲食店

農林漁業

・ふるさと名物の開発
・免税店許可の取得

・二次交通の確保
・周遊企画乗車券の設定

地域住民

観光地域づくり法人（DMO）を中心とし、地域の関係者が主体的に参画した体制を構築

地方公共団体
・観光振興計画の策定
・インフラ整備
 （景観、道路、空港、港湾等)
・観光教育　・交通政策
・各種規制との調整
・各種支援措置

観光地域づくり法人（ＤＭＯ）

国立公園
・公園内のコンテ
 ンツの磨き上げ、
 受入環境整備

文化財 アクティビティ
・文化財の活用
・多言語解説の整備

・体験滞在型の観光
 コンテンツの整備

・農業体験
 プログラムの提供
・６次産業化
 による商品開発
・農泊の推進

・観光地域づくりへの理解
・市民ガイドの実施

・「地域の食」の提供
・多言語、ムスリム対応

・個別施設の改善
・品質保証の導入

観光庁ホームページより
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特集 1

　この協定校推薦制度は、優秀な日本人学生を受け入れることで、海外各大学が学内において多様
性を高めることを目的とした制度で、近畿日本ツーリスト首都圏国際交流センター（UPAS日本
事務局）が運営します。この制度を用いることで、協定校各大学への進学が容易になり、生徒に海外
進学の機会を広げる制度となっています。
　短期・中期・長期留学や海外大学進学に特化した制度で、奨学金制度も充実しており、これまで多
くの学生が利用しています。

宇都宮短期大学附属高校のグローバル教育

「世界水準」で学ぶ！

アメリカを中心とした欧米70大学の
「海外大学進学協定校推薦制度（UPAS）」に加盟しています。

～ A WORLD ‒ CLASS education ～

University of York

University of Sydney

Auburn Montgomery University



－5－

特集 2

　須賀学園創立120周年を記念した中学・高校合同の学校祭が11月2日・3日の2日間にわたり行われました。
　新型コロナウイルス感染予防を徹底するため規模は縮小されたものの、各科・各部ごとに日頃の
学びの成果を披露することができました。
　また、新たな試みとして普通科展示コンテストが実施され、結果は次の通りとなりました。

創立１２０周年記念学校祭～普通科展示コンテスト～

特集 3
調理科講師・安野耕造先生が「厚生労働大臣表彰」受賞

　本校調理科講師の安野耕造先生が、長年にわたって調理師養
成・教育に貢献されたことにより、「厚生労働大臣表彰」を受賞し
ました。

1組 （198票）
「ポップカルチャーについて」
7組 （84票）
「人類とウイルスの戦い（ウイルスの分類）」
3組 （62票）
「いま私たちが考えるべきこと（SDGs）」

1位

2位

3位

第1学年／掲示物の部
1組 （106票）
「人類と医学」
15組 （84票）
「ピタゴラスイッチ」
3組 （77票）
「最新医療について」

1位

2位

3位

第2学年／掲示物の部

進学コース （292票）
「人類とウイルスの戦い」
応用文理コース （289票）
「石鹸づくり・体験コーナー」
中高一貫コース （147票）
「ポップカルチャーについて」

1位

2位

3位

第1学年／モチーフ（造形物）の部
応用文理コース （440票）
「ピタゴラスイッチ」
進学コース （134票）
「SNSとの共存」
特進コース （108票）
「最新医療について」

1位

2位

3位

第2学年／モチーフ（造形物）の部
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ト
ピ
ッ
ク
ス

　
今
年
度
の
本
校
一

日
体
験
学
習
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
を
徹
底
し
、

常
に
安
全
・
安
心
を

こ
こ
ろ
が
け
な
が
ら

実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
中
学
生

た
ち
は
、
緊
張
し
た

面
持
ち
で
正
門
を
く

ぐ
り
、
教
室
に
足
を

運
び
ま
し
た
。

　
各
科
・
コ
ー
ス
の

一
日
体
験
学
習
に

　
　
　
　
　多
く
の
参
加
者
が
来
校
！

　
普
通
科
・
情
報
商
業
科
一
年
生
を
対
象
と
す
る

S
D
G
s
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン
」
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
S
D
G
s
の
実
現
の
た
め
に
世
界
的
に
活
躍
さ
れ

て
い
る
N
P
O
法
人
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン
」

理
事
長
上
岡
裕
先
生
、
事
務
局
長
上
岡
七
生
美
先
生

を
お
招
き
し
、「
地
球
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る

た
め
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）」
に
つ

い
て
特
別
授
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
こ
の
特
別
授
業
を
通
し
て
、
一
人
ひ
と

り
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
、
将
来
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 S

D
G
s 「
エ
コ
ロ
ジ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　セ
ミ
ナ
ー
開
催
！
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昨
年
三
月
、
多
く
の
先
輩
方
が
京
都
大
学
を
は
じ

め
と
す
る
難
関
大
学
に
合
格
し
ま
し
た
。
先
輩
た
ち

は
高
い
志
の
も
と
、
常
に
自
己
の
現
状
を
分
析
し
、

学
習
・
生
活
両
面
に
お
い
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が

ら
、
自
分
に
最
適
な
受
験
環
境
を
作
っ
て
い
た
と
の

こ
と
。

　
卒
業
生
の
力
強
い
歩
み
を
励
み
に
、
現
役
高
校
生

諸
君
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

京
都
大
学
を
は
じ
め
、

　
　
　
　
　難
関
大
学
に
多
数
合
格
！

学
習
内
容
や
進
路
紹
介
で
は
、
将
来
の
目
標
に
向

か
っ
て
前
進
す
る
普
通
科
各
コ
ー
ス
に
学
ぶ
生
徒
の

発
表
を
は
じ
め
、
生
活
教
養
科
の
専
門
分
野
に
お
け

る
学
習
内
容
や
情
報
商
業
科
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

な
ど
の
紹
介
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し
て
い
る
調
理

科
の
先
生
方
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
音
楽
科

の
演
奏
な
ど
、
総
合
学
園
な
ら
で
は
の
独
自
の
説
明

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
部
活
動
の
紹
介
に
お
い

て
も
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
中

学
生
は
釘
付
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
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「
調
理
科
お
せ
ち
」
を

　
　
　
　
　
　
　児
童
養
護
施
設
に
寄
贈

　
十
二
月
三
十
日
、
本
校
調
理
科
と
東
武
ト
ッ
プ
ツ

ア
ー
ズ
で
レ
シ
ピ
を
考
案
し
た
「
と
ち
ら
ぶ
夢
お
せ

ち（
三
段
重
）」十
個
を
、生
徒
が
児
童
養
護
施
設「
き

ず
な
」
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
お
せ
ち
は
、
昨
年
夏
か
ら
本
校
調
理
科
生
徒

が
地
産
地
消
を
テ
ー
マ
に
、
普
段
の
研
鑽
の
成
果
と

本
校
生
徒
の
感
性
、
さ
ら
に
地
元
愛
を
込
め
た
メ

ニ
ュ
ー
を
企
画
製
作
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東

武
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ
小
口
裕
幸
料
理
長
（
調
理
科
卒

業
）
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
完
成
し
た
も

の
で
す
。

　
代
表
し
て
施
設
を
訪
れ
た
調
理
科
三
年
生
か
ら

「
栄
養
満
点
の
お
せ
ち
で
来
年
も
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず

元
気
な
一
年
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
の
言
葉

を
添
え
て
、
お
せ
ち
を
手
渡
し
ま
し
た
。
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うちで踊ろう
宇短附チャンネル

　
本
校
三
年
二
十
四
組
の
坂
本
羽
翼
君
（
調
理
科
）

が
十
一
月
十
一
日
（
水
）
の
朝
八
時
頃
、
登
校
途
中

に
自
動
車
と
自
転
車
の
接
触
事
故
を
目
撃
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
自
動
車
は
停
止
せ
ず
に
立
ち
去
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
坂
本
く
ん
は
そ
の
自
動
車
を
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
自
転
車
で
追
跡
し
、
追
い
つ
い
た
あ

と
、
運
転
手
を
説
得
し
て
事
故
現
場
ま
で
連
れ
戻
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
被
害
に
あ
っ
た
方
か
ら
「
事
故
に
つ
い

て
警
察
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
、
壊
れ
た
自
転
車
に

つ
い
て
も
賠
償
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
大
変
感
謝

し
て
い
る
」。と
お
礼
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

坂
本
君
の
勇
気
あ
る
行
動
は
と
て
も
素
晴
ら
し
く
、

模
範
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
目
の
前
で
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
と
き
に

は
、
坂
本
君
の
よ
う
に
手
を
差
し
の
べ
る
心
づ
も
り

を
常
に
持
っ
て
い
き
た
い
と
本
校
生
徒
は
強
く
自
覚

し
ま
し
た
。

手
を
差
し
の
べ
る
勇
気

在
校
生
の
活
躍

　
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
映
像
分
析
の
専
門
講
師
を
招
い

て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
な
ど
多
様
な
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
部
員
そ
れ
ぞ
れ
が
様
々
な

方
法
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
姿
を
配
信
し
た
映
像
は

国
内
外
の
多
く
の
方
々
に
視
聴
い
た
だ
き
、
あ
た
た

か
い
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
月
に
行
わ
れ
た
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会
栃
木
大
会
で
は
、
決
勝
戦
に
て
矢
板
中
央

高
校
に
P
K
戦
で
敗
れ
、
惜
し
く
も
準
優
勝
と
い
う

結
果
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
全
国
大
会
出
場
を
目

指
し
、
多
く
の
方
々
に
元
気
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部
の
活
躍



　須賀学園は、昨年11月3日で創立120周年の記念日を迎えました。今後、ますます本学園
の教育実践が充実し、その取組が広く内外に示されることを願っています。
　思えば、本学園は、明治33年（1900年）に須賀栄子先生によって創立されました。栄子先
生は、女子に最も喫緊な技芸を教授され、その時代と境遇に順応すべき実践的婦人の養
成を本学教育の趣旨となし、共和裁縫教習所から明治34年共和裁縫女學校、大正13年
宇都宮須賀女學校、昭和7年宇都宮女子高等職業學校と校名を改め、学校を発展させて
ゆかれました。その後を第2代校長の須賀友正先生が受け継がれ、昭和21年須賀高等女
學校、同23年学制改革により宇都宮須賀高等学校と校名変更をし、さらに同42年宇都
宮短期大学（音楽科）を新設し、現在の宇都宮短期大学附属高等学校となりました。
　その友正先生の後を引き継がれたのが、第3代校長の須賀淳先生（須賀学園学園長）
です。先生は、昭和58年宇都宮短期大学附属中学校（中・高6か年一貫教育）を併設され、
宇都宮共和大学の開学、宇都宮短期大学の学科増設、須賀学園教育会館および第2グラン
ドの新設と、学園を大きく発展されました。
　そして、現在、平成27年4月に第4代校長に就任なさった須賀英之先生のもと、第3体育
館と硬式野球場が新設されました。また、一昨年4月には宇都宮短期大学に食物栄養学
科が開設されました。
　本校の生活目標である「一人は一校を代表する」という言葉（本誌の巻頭を参照）の意
味は、本校生徒の一人一人が、それぞれに自らの価値を知り、その価値を自覚して生活するこ
とこそ人間の大きな喜びにつながり、幸福への第一歩にもなるというものです。ここには、創
立者須賀栄子先生が掲げられた「全人教育（人間形成の教育）」の精神が、120年かわらず
に脈 と々生きづいています。
　また、現在に至るまで、本校にはいくつかの校章がありましたが、現在の校章は、カタカナ
の「ス」の文字を3個組み合わせて図案化した須賀家の合印で、その中央に「髙」の文字が挿
入されています。（合印とは、昔戦場で敵味方が入り乱れて戦うとき、その背に負って、敵
か味方かが見分けられるようにしたものです。）これは、須賀家の家系譜からデザインし
て第2代校長の須賀友正先生が校章と定められたもので、文字は金色、生地は純白色で
すっきりとしており、いかにも清潔な感じのする校章です。現校旗と同じ、昭和34年11月3
日に、創立60周年記念事業の一環として制定されました。

校 史 と 校 章◆　◆ ◆　◆

　
こ
の
た
び
、
私
の
作
品
が
「
ひ
め
ま
つ
」
の
表
紙
に
選
ば
れ
た
こ

と
を
、
た
い
へ
ん
嬉
し
く
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
学
校
に
行
く

日
数
が
例
年
よ
り
も
少
な
い
年
で
し
た
。
私
は
、
こ
の
表
紙
の
デ
ザ

イ
ン
を
考
え
て
い
る
時
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
が
明
る
く
な
っ
て
欲
し

い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
虹
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
明
日
へ
の
希
望
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
長
し
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
活
教
養
科
　
　
　
　
　
　
　

三
年
十
七
組
　
高
村
　
美
咲

　
こ
の
た
び
は
、
私
の
作
品
が
「
ひ
め
ま
つ
」
の
表
紙
を
彩
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
、
大
変
嬉
し
く
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　
令
和
と
い
う
こ
と
で
、
私
が
描
い
た
の
は
人
物
の
み
な
の
で
す
が
、

き
れ
い
な
背
景
画
と
見
事
に
合
わ
さ
っ
て
お
り
、
と
て
も
感
動
し
ま

し
た
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
の
た
め
、
き
ゅ
う
く
つ
で

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
一
年
で
し
た
が
、
今
年
は
気
分
を
入
れ
替
え
、

清
々
し
い
気
持
ち
で
日
々
を
過
ご
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

情
報
商
業
科
　
　
　
　
　
　
　

一
年
十
九
組
　
森
田
　
佳
恋

表
紙
の
こ
と
ば
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